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近頃の夏休み・これからの夏休み

校長織茂直樹

縮を考えたようですb政府が唱える「キッズ

ウィーク」では、年間の休日数はこれ以上増

やさず、教育課程に影響が出ないようにしな

がら、長期休業日の分散化を図るために、夏

休みの短縮が考えられました。それなりの課
題や目的がある中で、 、夏休みのこれから蝋

が議論されていることは理解しつつも、昔な

がらの夏休みが切り崩されてしまうことに、
一抹の寂しさを感じてしまいますも

新聞の投書欄に「夏休みの短縮化」傾向へ
の反対意見が出ていました。大人の意見は

「子供が学校で体験できないことを、家庭や
地域で学ぶ機会は貴重｣、子供の意見は「子

供が体を休める休養時間を奪わないで」でし

た。また、 「日本では、有給休暇の取得もま

まならない職場が珍しくない。休めない風潮

が子供の社会にも影響を及ぼしている気が

する。夏休みの短縮は、そんな帽労」｢競
争」社会を一層進めることにつながらないだ

ろうか」という意見もありました。

政府の｢キッズウィーク｣の位置付けは職

き方改革｣と表裏一体の｢休み方改革｣で九
保護者も子供の休みに合わせて、有給休暇を

積極的に取れるよう、経済界にも協力を呼び

かけて、社会全体で取り組む方針のようですb

夏休みの多様化・短縮化もキヅズウィーク

の実施も、学力向上や経済効果のみを期待す

るのではなく、 「休みの大切さ」を根本に据

えた議論が進むなら、歓迎すべきことだと思

っていますも心豊かで潤いのある生活を送る

ために十分な「休み」が必要なことは、大人

にとっても子供にとっても同じですb特に成

長過程にある子供たちにとって、長期休みが

どれだけ価値あるものなのかは、かつて子供

だった大人の一人一人が、たくさんの思い出

とともに実感していることと思いますも

今年の夏休みも、子供たちが大きく成長す
る、価値ある時間となり体験の場となること

を期待していますもそして、これからも。

最近、ニュースに取り上げられる夏休みの

話題には、期間や日数のことが多くなったと

感じますもともに「来年度から」ということ

ですが、静岡県の町では、小中学校の夏休み

を､大幅に短縮する方針を決めたことが報じ

られました。また、政府からは、学校の長期

休業日を自治体ごとに春・秋に分散化させる

「キッズウイーク」を実施し、そのために夏

休みを短縮するという構想が示されました。

今年度の杉三小の夏休みは、 7月21日か

ら8月31日までの42日間ですが、東京近郊

では昔から、この期間や日数がスタンダード

だったのではないかと思いますb神奈川県出

身の私にとっても、夏休みというのはこの期

間・日数で、それ以外のパターンを考えたこ

とも経験したこともありませんでした。

しかし、ここ10年位でしょうか、学校ご

とに「長期休業日」を柔軟に設定することが
可能になった市区町村が多くなり、夏休みの

期間や日数も実に多様になりました。ちなみ

に41校ある杉並区立小学校では、 7月20日

が終業式の学校、 9月1日が始業式の学校が

ともに半数を超えているものの、 7月20日

前に終業が6校、後に終業が7校、 8月中に

始業となる学校が18校ほどあるようですb

各学校の事情や特色を踏まえながら、長期

休業日の期間を柔軟に設定できるようにな

ったのは、よいことだと思いますが、それと

ともに、学校を取り巻く様々な社会情勢から

も、 蝋夏休みのこれから蝋について、考える

時期が来ているのかもしれませんb

核家族化が進み、保護者がフルタイムで働

く家庭が多くなる中で、休業中の平日日中の

子供の見守りをどうするの力も新学習指導要

領で学習内容が増える分の、授業時数確保は

どうするの力もエアコン設置の進んだ学校で、

長期間の夏季休業は必要なのか…。冒頭に挙

げた静岡県の町では、年間を通した平日の授

業負担を分散・軽減するために、夏休みの短



夏休みに楽しみなことs年生
秋原

新井

荒木

飛成

涼麻

佑斗

プールで合格したら、ゲームカセットを買ってもらって遊ぶのが楽しみです。

旅行で海やホテルに行くのが楽しみです。

読売ジャイアンツ戦を見に行くのが楽しみです。いっぱいおみやげを買いたいで

す。

長野にいるいとこに会うのが楽しみです。

サッカーの合宿に行くことが楽しみです。

神奈川県に行って海やホテルに行きたいです｡

広島県にとまるのが楽しみです。

夏休みに入ったら野球を杉十でたくさんやりたいです。

おばあちやん家にとまったり、キャンプに行ったり、 〕おばあちやん家にとまったり、キャンプに行ったり、遊

上原

大野

小田

黒崎

小磯

小島

遙華

瑛太

朝登

尭萄

佳紀

夏音 園地に行ったりプールに

行ったりするのが楽しみです。

サッカーの合宿が楽しみです。

家族で旅行にいくのが楽しみです。

香港から台湾に行って海で泳ぎながら魚をつかまえるのが楽しみです。

小林アディール

新保凛

セー碧希

惣慶葉子

薗部結愛

高田翼瑳

千葉正和

長江葵

橋本譲

林稜斗

平野翔太

沖縄に行ってプールや海で遊ぶことが楽しみです。

おばあちやんの家に行っていとこと遊ぶのが楽しみです。

夏休みには電車にいっぱい乗りたいです。

仙台に行っておじいちゃんおぱあちやんに会うのが楽しみです。

プールに行ってたくさん泳ぎたいです。

夏休みは家でゆっくりしたいです。

神宮球場で巨人戦を見るのが楽しみです。

千葉県に行っておじいちやんとおばあちゃんといっしょに

すし屋に行きたいです。

福島県に行っておばあちゃんに会うのが楽しみです。

夏休みにおじいちやんおばあちやんの家に行くのが楽しみです。

夏休みのプールが楽しみです。

おばあちゃんの家に行ってプールで泳ぎたいです。

長野県の山小屋に行くのが楽しみです。

お母さんの友達の家に行ってゲームをしたいです。

おじいちやん、おばあちやんの家にとまるのが楽しみです。

夏休みにおじいちやんおばあちやんの家に行くのが楽しみです。

藤岡恵美

前七雄人

松坂皇貴

籔本航輔

宮坂歩和

山岡慶一郎

山口貴大

山村もも

～



◆1学期の生活から

杉三小では生活目標である｢あ・じ・さい」 【あいさつ、時刻を守る、静かに行動（サイレント)】に重点

を絞り、学校全体で取り組んでいます。 「時刻を寄る」は‘けじめのある行動，につながり、休み時間終了

後の授業への切り替えがしっかりとできるようになりました。また、 「サイレント｣は落ち着いて物事に取り

組んだり、先生や友達の話をしっかり聞いたりすることにつながり、その結果、様々な学習に集中して取り

組めるようになっています。

「あいさつ｣についても、クラスごとのあいさつ運動や、高南中と3．4年生の有志による朝のあいさつ

運動を行いました｡2学期も引き続き「気持ちのよい挨拶」が杉三小の子供たちに根付くよう、学校全体で

取り組んで参ります。ぜひご家庭でも、お子さんと一緒に、 「あいさつ」について話題にしてみてはいかが

でしょうか。
1

◆夏休みの生活について織蒙齢織議齢織霞命紗慧駄紗雷齢織蜜駄恐蜜乱､

夏休みの生活目標～夏休みを楽しく健康的に過ごすために～

長い夏休みを楽しく健康的に過ごすために、次のことを心がけましょう。

①朝は早く起きて、光を浴びましょう。体内リズムが目覚め、快適に過ごすことができます。

②朝食をきちんと食べましょう。

⑧外で活動する場合は、熱中症に気をつけましょう。

④ゲーム、インターネット、テレビなどは、うちの人との約束

をきちんと守りましょう。 （杉三SNSルールを確認しましょう｡）

⑤夜ふかしはいけません。休み中も、規則正しい生活を心がけましょう。

⑥宿題などの勉強は、計画的に行いましょう。

⑦家の手伝いや地域の活動にも、積極的に参加してみましょう。

自己肯定感や､豊かな情操を育むことができます。

メディアでも、熱中症の症状や対策について、連日報道されています。学校でも熱中症を｢命にかかわる

緊急疾患jと捉え、対応しています。厚生労働省から出された資料の一部を、掲載します。夏休み中のお子

さんの安全管理のために、ぜひお役立てください｡

…予雨 唖

◎涼しい場所に避難させる

◎衣服を脱がせ、体を冷やす

◎水分・塩分を補給する

◎外出時の準備

・帽子や日傘の利用

・通気性のよい衣服の善用

・保冷剤．冷たいタオルなどで体を冷却

･水分がとれるように水筒を携帯
※｢熱中症を防ぐために」 （厚生労働省）より

ゴ

、

醗索万‘顧壺ざ＝石琵敬~竜ざ琵窓＝ざ＝玩言冤顧壷壷 “‐

熟中症になってし琴っ1 ＝
ぴ 時便



杉並区立杉並第三小学校

夏 謬蕉琶毒 水泳指導…○
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図書室開放日
9:OO～12:OO

7月24日（月）

～28日（金）

8月22日（火）

～28日（月）

水泳指導の日と同じ期間ですの

で、プールの前後にぜひ寄ってみ
ましよう。涼しいお部屋での読

書・調べ学習にどうぞ。今年は貸
し出しを行っています。ご利用く
ださい。

校庭開放
13:OO～17:OO

(8月7日～8月20日の期間

校庭開放は中止となります）
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平成29年7月20日

保護者・地域の皆様
杉並区立杉並第三小学校

校長 織茂直樹

土曜授業「合唱祭」アンケート集計結果について（6／24) 27通

1 ご意見

､体育館の上のギャラリーで見たかったです。 4列目だったので、見えにくかったです。
.歌うべき時は歌い、静かにすべき時は静かにする。どの行事の時も子供たちは立派です。大人た
ちの方が逆に私語が多かったりするので、恥ずかしい思いです。もう少し何とかできないものか
と行事の度に思っています。

､テーマが「絆を深める」 ということで、 とてもよく話し合った跡が見受けられました。音の強弱
もはっきりしていて、どこを伝えたいかがよくわかりました。一つ残念だったのは、肝心なサビ
の部分でファルセットになり、歌の訴求力が弱かった点、聞いていて少し肩透かしをくらったよ
うな感じでした。音域を替えて歌うなどした方がよかったかと感じました。

､最前列の子供たちが後ろの方から見ていると見えにくかったので、もう一段上がってほしかった
です。

､招待席がパイプ椅子の一番前にありますが、空いている招待席に後から来た保護者の方が座って
いたのが気になりました。招待席を児童のわきのところに縦に並べたらどうでしょうか。

､後ろの席から歌っている姿やダンスはほとんど見えなかったので、各学年のときだけでも舞台上
でもよかったのではないかと思いました。

・席ですが、立ち見や通路に座って見ている方が多かったように思います。マット席をもう少し増
やしてもいいと思いました。

、パイプ椅子をもう少しずつ詰めて設置するともう少し多くの人が座れるかもしれないです。

2ご感想

､初めての合唱祭。子供が家で歌う歌を口ずさんでいるのを聴いていて、とても楽しみでした。幼稚園
の時とは成長した歌声を聴くことができました｡･がんばっている姿を見られてうれしく思いました。
また、学年が上がるにつれ、大人っぽく素晴らしい歌声にとてもいやされました。全校児童がステー
ジに上がって歌えるなんて、杉三小ならではですね。

.－曲目の全校合唱「ゆかいに歩けば」を歌い始めた時、感動で涙が出ました。 日頃、先生方の献身的
なご指導のもと、子供たち自身がありのままにのびのびと成長している様子がよく伝わってまいりま

した。最後の曲「ふるさと」は、家で毎日歌っていました。学校での練習が楽しかったのだと思いま
す。日々、学校全体が雰囲気よく愛があふれる校内で生活させていただいているのだなと感じました。



是

2ご感想（つづき）

･今年は6年生が2クラス合同ということで楽しみにしていました。人数は多い方が聞きごたえが

あっていいと思います。それぞれの学年のカラーが出てﾙ､て、次の学年が出てくるときに楽しみ

があります。

・ ’年生から6年生まで1クラス当たりの人数が少ないにもかかわらず、みんなとっても大きな声

で上手に歌っていることに大変びっくりしました。整列の時も迅速に行っているのを見て、とて

も感心しました。

･学校公開で見た音楽の授業では、先生がどのように歌うとよくなるかを子供自身が気づくように

指導されており、本番では、それがよく表れていました。たくさんの観客の前で表現し、拍手を

もらう経験は子供にとって大切なことで、そのような場がいただけることはありがたいと思いま

した。

･各学年、しいのみクラスの児童と一緒にステージに立っているのがよかったです。普段の交流が

あまりないようなので一つになれている姿（発表）を見れてよかったです。

・どの学年もとてもよく、その学年に合わせた構成がすばらしいと思いました。4年生ぐらいから

ぐっと声の質が“歌声,'に変わり聴きごたえがありました。 6年生が歌っている時は、本当に感

動しました。学年のよさが感じられるすてきな合唱祭でした。壁面にも曲紹介など細やかな指導

の様子が分かり、成長過程が見られるのもありがたかったです。

・合唱祭は、全校生徒が一緒に歌っているのを聞いた時、鳥肌がたつくらいとてもよかったです。

みんな一生懸命に歌っていて1つになろうという気持ちが伝わりました。 1つのことをみんなで

成功させようという姿勢を見ることができてよかったです。

！

○ご意見ご感想ありがとうございました。

今年の合唱祭は、梅雨の時期の蒸し暑さもありましたが、保護者、地域の皆様に子供た
ちの生き生きと歌う様子をご覧いただき、楽しんでいただけたこと大変うれしく思います。

いただいたご意見を受けて来年度、さらに改善していきたいと思います。

●


